
要
な
食
料
と
し
て
の
肉
は
基
本
的
に
は
焼
い
て
食
べ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
西
日
本
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
礫
群
な
ど
は
、
蒸
し
焼
き
を
行
う
た
め

の
施
設
と
も
い
わ
れ
る
。
な
お
、
前
述
の
よ
う
に
西
日
本
で
は
こ
の
時

期
、
冷
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
が
発
達
し
て
お
り
、
理
論
的
に
は
ク
ル
ミ
、

ク
リ
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
縄
文
時
代
に
は
食
料
と
し
て
い
た
堅
果
類
の
捕
食

が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
加
工
す
る
た
め
の
石
器
が
未
発
達
な
こ
と
な

ど
か
ら
、
そ
の
可
能
性
を
裏
づ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

第
三
節

九
州
の
旧
石
器
時
代
遺
跡

概

観

九
州
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
調
査
は
佐
賀
県
の
唐
津
地

域
を
嚆
矢
と
し
て
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
開
始
さ
れ
、

一
九
六
〇
年
代
に
は
大
分
県
の
早
水
台
遺
跡
や
丹
生
遺
跡
が
前
期
旧
石
器

時
代
論
争
の
中
心
と
な
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
き
た
。
特
に
旧
石
器
時
代
の

主
要
な
石
材
で
あ
る
黒
曜
石
（
佐
賀
県
腰
岳
な
ど
）
や
安
山
岩
（
佐
賀
県

多
久
な
ど
）、
流
紋
岩
（
大
分
県
祖
母
・
傾
山
系
）
が
豊
富
に
供
給
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
ま
で
多
く
の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か

ら
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
関
東
地
方
の
よ
う
に
編
年
の
ひ

と
つ
の
尺
度
と
な
る
火
山
灰
の
発
達
し
た
地
域
が
限
ら
れ
る
こ
と
や
、
重

層
的
に
生
活
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
遺
跡
が
少
な
い
な
ど
、
決
し
て

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
は
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

と
は
い
え
後
期
旧
石
器
時
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
各
地
の
特
徴
的
な
石

材
を
用
い
た
遺
跡
の
分
布
は
、
そ
の
地
域
性
や
集
団
の
テ
リ
ト
リ
ー
（
行

動
領
域
）
と
い
っ
た
遺
跡
の
構
造
論
を
論
じ
る
に
は
か
え
っ
て
好
都
合
で

あ
り
、
阿
蘇
山
や
姶
良
カ
ル
デ
ラ
な
ど
を
供
給
源
と
す
る
広
域
テ
フ
ラ

（
火
山
灰
）
の
存
在
は
、
石
器
の
編
年
に
一
つ
の
時
間
的
な
基
準
を
与
え

る
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
過
去
に
複
数
の
研
究
者
に
よ
り
そ
の
変
遷
が
論

じ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
吉
留
秀
敏
の
論
考
（
吉
留
二
〇
〇
一
、
二

〇
〇
四
）
を
も
と
に
変
遷
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ま

ず
、
九
州
地
方
で
は
主
要
な
石
材
の
産
地
が
各
地
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
エ
リ
ア
に
符
合
す
る
よ
う
に
遺
跡
の
集
中
が
見
ら
れ
る
。
石
器
の
製

作
に
際
し
て
は
そ
れ
に
適
し
た
石
材
が
必
要
で
、
た
と
え
ば
同
じ
金
属
の

素
材
で
あ
っ
て
も
、
鉄
は
重
く
て
飛
行
機
な
ど
軽
さ
が
求
め
ら
れ
る
製
品

に
は
適
さ
な
い
し
、
ア
ル
ミ
は
強
度
の
問
題
で
タ
ン
カ
ー
な
ど
の
製
造
に

は
向
か
な
い
。
石
器
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
使
用
す
る
石
材
は
規
則
的
に

割
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
割
口
が
鋭
い
こ
と
や
細
か
な
加
工
が
で
き
る
岩

質
と
い
っ
た
条
件
が
あ
る
。
こ
う
し
た
条
件
に
合
う
も
の
と
し
て
は
黒
曜

石
（
佐
賀
県
腰
岳
、
長
崎
県
針
尾
島
な
ど
）、
安
山
岩
（
佐
賀
県
鬼
ノ
鼻
岳
な

ど
）、
流
紋
岩
（
大
分
県
大
野
川
中
流
域
、
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
川
流
域
な
ど
）、

チ
ャ
ー
ト
、
珪
質
頁
岩
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
石

器
製
作
に
適
し
た
石
材
が
産
出
す
る
地
域
に
遺
跡
の
集
中
が
認
め
ら
れ
、

九
州
全
域
で
一
六
地
域
を
抽
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
集

中
範
囲
が
径
五
〇
�
程
度
で
あ
り
、
前
述
の
集
団
の
テ
リ
ト
リ
ー
（
行
動
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領
域
）
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
に
地
域
か

ら
出
土
す
る
石
器
を
そ
の
形
や
技
術
的
な
特
徴
か
ら
分
類
し
、
時
間
的
な

変
遷
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
ず
、
最
も
古
い
段
階
と
し
て
は
中
期
旧
石
器
時
代
〜
後
期
旧
石
器
時

代
初
頭
で
、
長
崎
県
福
井
洞
穴
の
第
一
五
層
出
土
の
石
器
群
が
四
万
年
〜

三
万
年
く
ら
い
前
の
時
期
と
さ
れ
る
。
次
い
で
後
期
旧
石
器
時
代
初
頭
と

さ
れ
る
の
が
熊
本
県
石
の
本
遺
跡
、
下
横
田
遺
跡
、
曲
野
遺
跡
の
例
で
、

斜
軸
尖
頭
器
と
い
う
粗
雑
な
槍
の
よ
う
な
石
器
と
、
台
形
様
石
器
を
特
徴

と
し
て
い
る
。
そ
の
後
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
す
る
段
階
が
Ａ
Ｔ
と
呼

ば
れ
る
火
山
灰
層
（
約
二
万
四
〇
〇
〇
年
前
）
の
前
後
か
ら
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
長
崎
県
百
花
台
遺
跡
Ｅ
地
区
Ⅶ
、
Ⅵ
層
、
大
分
県
百
枝
Ｃ

遺
跡
第
Ⅲ
文
化
層
、
熊
本
県
狸
谷
第
Ⅰ
文
化
層
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
。

更
に
、
ナ
イ
フ
形
石
器
に
剥
片
尖
頭
器
、
角
錐
状
石
器
と
い
っ
た
大
型
の

槍
先
形
石
器
を
伴
う
段
階
へ
と
変
遷
し
（
大
分
県
百
枝
遺
跡
、
福
岡
県
宗

原
遺
跡
な
ど
）、
最
後
に
細
石
器
を
主
体
と
す
る
石
器
群
が
現
れ
、
や
が

て
縄
文
土
器
が
出
現
す
る
。
こ
う
し
た
変
遷
は
先
に
述
べ
た
関
東
地
方
の

そ
れ
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
で
、
地
域
的
な
特
徴
を
加
味
し
つ
つ
も
そ
の

流
れ
は
大
過
な
い
も
の
と
い
え
る
。
で
は
私
た
ち
の
故
郷
、
京
築
地
域
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

京
築
地
域
の
旧

石
器
時
代
遺
跡

県
内
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
に
つ
い
て
は
そ
の
有
効
な

遺
跡
包
含
層
で
あ
る
火
山
灰
の
堆
積
が
顕
著
で
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
重
層
的
に
石
器
群
が
認
め
ら
れ
る
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
福
岡
平
野
や
筑
紫
地
域
、
遠
賀
川
流
域
、
北
九
州
地

域
な
ど
で
は
多
く
の
遺
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
様
子
が
少
し
ず

つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
京
築
地
域
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
つ

い
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
数
え
る
ほ
ど
の
遺
跡
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
も
の
が
、
最
近
の
圃
場
整
備
や
道
路
関
係
の
調
査
が
進
む
に
従
い
、
確

実
に
そ
の
発
見
数
は
増
え
、
現
在
四
三
箇
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
単
発
的
な
資
料
の
発
見
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
石
器
群
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
も
の
は
ご
く
限
ら
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
石
器
群
と
は
先
に
述
べ
た
当

時
の
生
活
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
た
場
所
で
、
石
器
の
製
作
の
様
子
が

分
か
る
よ
う
な
複
数
の
資
料
（
石
核
、
剥
片
、
砕
片
、
製
品
な
ど
）
で
構

成
さ
れ
た
石
器
の
総
体
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
石
器
文
化
を
知
る
上
で
有

効
な
資
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
石
器
群
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
よ
り
多

く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
京
築
地
域
で
は
そ
う
し
た
遺
跡
が

少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
代
表
的
な
遺
跡
に
つ
い
て
知
り

う
る
限
り
の
内
容
を
示
し
た
い
。

青
畑
向
原
遺
跡
（
豊
前
市
）

国
見
山
陵
か
ら
派
生
し
た
、
標
高
四
二
㍍
の
丘
陵
先
端
部
に
位
置
す

る
。
本
田
池
南
の
丘
陵
部
が
遺
跡
で
、
一
九
九
三
年
に
県
営
圃
場
整
備
に

伴
い
、
豊
前
市
教
育
委
員
会
が
調
査
を
行
っ
た
。
遺
跡
は
旧
石
器
時
代
と

縄
文
時
代
の
石
器
多
数
が
認
め
ら
れ
た
が
、
明
確
な
生
活
遺
構
は
検
出
さ

れ
ず
、
わ
ず
か
に
旧
石
器
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
焼
石
や
木
炭
片
な
ど
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表２―１ 京築地域旧石器時代遺跡地名表

備 考

４号古墳

第３地点第Ⅱ、Ⅵ
区

第５地点

第４次調査

Ｃ、Ｄ地区

遺物集中分布

遺物集中分布

ob＝黒曜石 an＝安山岩 ch＝チャート

石 材

赤チャート

赤チャート、石英、
ob、an

an

ob（腰岳）

ob（腰岳）

ob（腰岳）

珪質岩

ob（姫島）

珪質岩

ob（腰岳）

ob（姫島）、タンパ
ク石

珪質岩、水晶、瑪瑙

珪質岩、ob（腰岳）

ob、珪質岩、水晶

an

ob（腰岳、姫島）、
an、凝灰岩

ob（腰岳）

ob（針尾島）

an

赤チャート

珪質岩

ガラス質 an

an

ob

an、ob

珪質岩

珪質岩

珪質岩

an、ob、ch

an

石英？

珪質岩

珪質岩

ob

珪質岩、ob（腰岳、
姫島）

ob

珪質岩

ob（姫島）

流紋岩

流紋岩

an

an、赤チャート、
石英

出 土 石 器

剥片

石核、剥片、縦長剥片

スクレイパー

ナイフ形石器

台形石器

ナイフ形石器

スクレイパー

ナイフ形石器

ナイフ形石器

ナイフ形石器

ナイフ形石器、石核、
剥片

台形様石器、石核、剥片

剥片

ナイフ形石器、槍先形
尖頭器、彫器、剥片

ナイフ形石器

細 石 刃、ス ク レ イ
パー、剥片

ナイフ形石器

細石刃核

横長剥片、縦長剥片

スクレイパー、石核

彫器

石槍

台形様石器

ナイフ形石器、三稜尖
頭器

スクレイパー

剥片

石核

剥片尖頭器、ナイフ形
石器、スクレイパー、
剥片

三稜尖頭器

尖頭器

ナイフ形石器、剥片、
石核

ナイフ形石器

ナイフ形石器

スクレイパー、剥片

細石刃核

ナイフ形石器

ナイフ形石器

細石刃核

ナイフ形石器

剥片尖頭器

ナイフ形石器、石核、
剥片

所 在 地

勝山町御手水

勝山町下黒田

勝山町池田

行橋市福丸

行橋市下崎

行橋市入覚

行橋市大谷

行橋市泉中央８丁目

行橋市南泉５丁目

行橋市高瀬

行橋市稲童

行橋市稲童

行橋市稲童

苅田町雨窪

苅田町富久１丁目

苅田町新津

椎田町奈古後谷池

椎田町上り松原池

椎田町上り松出口

椎田町越路

椎田町越路

椎田町越路

築城町安武

豊津町豊津長養池

豊津町徳永

豊津町徳政

豊津町徳永

犀川町花熊

豊前市青畑

豊前市薬師寺

豊前市小石原

豊前市荒堀

豊前市下河内

豊前市吉木

新吉富町宇野

大平村下唐原

大平村下唐原

大平村下唐原

大平村百留池田池

大平村下唐原桑野

大平村下唐原上の熊

大平村下唐原金居塚

大平村下唐原なび松池

遺 跡 名

御手水原遺跡

黒田地区遺跡群

池田地区遺跡群

椿市廃寺

下崎ヒガンデ遺跡

入覚大原遺跡

幸越遺跡

柳井田早崎遺跡

鬼熊遺跡

代遺跡

稲童石並遺跡

渡筑紫Ｃ遺跡

稲童豊後塚遺跡

雨窪遺跡

富久遺跡

新津原山遺跡

後谷池遺跡

原遺跡

出口遺跡

越路六郎遺跡

越路貴船遺跡

越路北ヶ�遺跡
十双遺跡

長養池遺跡

徳永川ノ上遺跡

徳政宮ノ上遺跡

鋤先遺跡

フカキ遺跡

青畑向原遺跡

薬師寺塚原遺跡

小石原泉遺跡

荒堀大保遺跡

下河内大水口遺跡

吉木芦町遺跡

長田遺跡

下唐原新池遺跡

下唐原十足遺跡

にごり池畔遺跡

池田池畔遺跡

桑野遺跡

上の熊遺跡

金居塚遺跡

なび松池遺跡

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３
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が
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
旧
石
器
時
代
の
資
料
は
ナ
イ
フ
形
石
器
三
点
、

剥
片
尖
頭
器
一
点
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー
一
点
、
縦
長
剥
片
一
点
、
剥
片
八
点

な
ど
で
、
細
石
刃
と
思
わ
れ
る
も
の
も
一
点
含
ん
で
い
た
。
出
土
状
況
か

ら
す
れ
ば
、
資
料
は
い
ず
れ
も
原
位
置
を
保
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、
自

然
の
作
用
に
よ
る
二
次
的
な
遺
存
状
況
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

ナ
イ
フ
形
石
器
は
い
ず
れ
も
小
型
の
も
の
で
、
両
側
縁
若
し
く
は
片
側

側
縁
全
部
と
反
対
側
の
側
縁
の
一
部
に
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
特
徴
で
あ
る

刃
潰
加
工
（
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
加
工
）
を
施
し
て
い
る
。
全
長
二
一
〜
二

八
�
程
度
で
、
腰
岳
産
黒
曜
石
と
良
質
の
透
明
な
石
英
を
用
い
る
。
剥
片

尖
頭
器
は
先
端
部
と
基
部
を
欠
く
も
の
の
、
現
存
で
全
長
九
四
�
を
測
る

大
型
の
も
の
で
、
安
山
岩
の
先
端
の
と
が
っ
た
縦
長
剥
片
を
素
材
と
し
、

基
部
に
ノ
ッ
チ
状
の
二
次
加
工
を
施
し
、
形
を
整
え
て
い
る
。
ス
ク
レ
イ

パ
ー
は
安
山
岩
の
不
定
形
剥
片
を
素
材
と
し
、
側
縁
に
細
か
な
二
次
加
工

を
施
し
て
い
る
。
縦
長
剥
片
は
先
端
を
欠
く
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ

れ
た
と
思
わ
れ
、
現
存
長
五
二
�
を
測
る
。
安
山
岩
製
。
細
石
刃
と
思
わ

れ
る
も
の
は
、
腰
岳
産
黒
曜
石
を
用
い
、
全
長
二
二
�
、
幅
六
�
を
測

る
。
細
石
刃
に
特
徴
的
な
桶
状
剥
離
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
頭
部
調
整

が
見
ら
れ
る
な
ど
細
石
刃
と
し
て
の
要
件
を
備
え
て
お
り
、
細
石
核
の
出

土
は
な
い
も
の
の
細
石
刃
と
し
て
差
し
支
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
剥
離

は
安
山
岩
を
用
い
た
不
定
形
の
も
の
が
多
く
、
定
型
化
し
た
剥
片
剥
離
技

術
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
遺
跡
の
資
料
は
小
型
な
が
ら
縦
長
剥
片
を
用
い
、
か
つ
剥
片
尖
頭
器

を
含
む
こ
と
か
ら
、
後
期
旧
石
器
時
代
の
後
半
期
の
様
相
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
に
も
拘
わ
ら
ず
石
核
の
出
土
が
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
あ
る
程
度
定
住
化
し
た
集
落
で
は
な
く
、
狩
猟
時
の

移
動
ポ
イ
ン
ト
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
豊
前
地
域
の
旧
石

器
時
代
の
様
相
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

金
居
塚
遺
跡
（
大
平
村
）

山
国
川
の
左
岸
、
標
高
四
〇
㍍
ほ
ど
の
河
岸
段
丘
上
に
所
在
す
る
。
段

丘
は
中
津
面
と
呼
ば
れ
る
中
位
段
丘
で
、
下
末
吉
期
（
六
〜
一
三
万
年
前
）

に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
調
査
は
一
九
九
〇
年
に
一
般
国
道

一
〇
号
線
豊
前
バ
イ
パ
ス
の
建
設
に
伴
い
、
周
知
遺
跡
で
あ
る
金
居
塚
古

墳
群
の
調
査
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
墳
丘
下
層
の
調

査
に
よ
っ
て
旧
石
器
時
代
及
び
縄
文
時
代
の
石
器
群
が
検
出
さ
れ
た
。
石

器
群
は
古
墳
の
墳
丘
下
と
い
う
、
い
わ
ば
パ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
た
状
態
で
検

出
さ
れ
た
た
め
原
位
置
を
保
つ
極
め
て
良
好
な
資
料
で
、
京
築
地
域
で
は

初
め
て
の
本
格
的
な
旧
石
器
時
代
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
中
心

と
な
る
の
は
三
号
古
墳
下
層
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
で
、
近
接
す
る
一

号
、
二
号
古
墳
の
も
の
を
含
め
、
都
合
一
〇
二
点
に
も
上
る
資
料
が
得
ら

れ
た
。
た
だ
、
資
料
の
分
布
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
古
墳
の
造
成
や
、
こ
れ

に
伴
う
周
溝
の
掘
削
な
ど
で
か
な
り
の
資
料
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
、
本
来
か
な
り
の
数
の
石
器
群
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
本
地
域
の
拠
点
的
な
旧
石
器
時
代
集
落
が
存
在
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図２―８ 京築地域の旧石器時代石器�１（豊前市）
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し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
検
出
さ
れ
た
石
器
群
は
都
合
一
〇
二
点
で
、
そ

の
内
訳
は
ナ
イ
フ
形
石
器
五
点
、
石
核
四
点
、
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
一
点

な
ど
で
、
こ
れ
に
剥
片
、
砕
片
が
伴
う
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
い
ず
れ
も
一

側
縁
に
刃
潰
加
工
を
施
す
タ
イ
プ
で
、
全
長
三
〇
〜
五
〇
�
ほ
ど
の
比
較

的
小
型
の
も
の
が
多
い
。
石
核
は
打
面
を
移
動
し
な
が
ら
目
的
剥
片
を
得

る
多
面
体
の
タ
イ
プ
で
、
剥
片
剥
離
工
程
の
最
終
的
な
段
階
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

本
石
器
群
で
注
目
さ
れ
る
の
は
そ
の
使
用
石
材
で
、
赤
チ
ャ
ー
ト
が
全

体
の
三
六
・
三
％
を
占
め
る
。
次
い
で
珪
質
岩
の
二
一
・
六
％
、
水
晶
の

一
八
・
六
％
、
安
山
岩
（
サ
ヌ
カ
イ
ト
系
）
が
九
・
八
％
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
腰
岳
産
の
黒
曜
石
も
三
〇
点
認
め
ら
れ
た
が
、
混
在
す
る
縄
文
時
代

の
石
器
と
区
分
で
き
な
い
こ
と
、
黒
曜
石
を
素
材
と
す
る
旧
石
器
時
代
の

石
器
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で
は
除
外
し
た
。
さ
て
、

問
題
は
赤
チ
ャ
ー
ト
で
、
従
来
い
く
つ
か
の
遺
跡
で
剥
片
な
ど
が
散
見
的

に
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
製
品
で
あ
る
定
型
化
さ
れ
た
石
器
（
ナ
イ
フ
形

石
器
な
ど
）
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
旧
石
器
時
代
の
使
用
石
材

と
し
て
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
赤
チ
ャ
ー

ト
を
主
体
と
し
た
石
器
群
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
地
域
に
お
け
る

旧
石
器
時
代
の
主
要
石
材
と
し
て
今
後
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
い
く
つ
か
の
遺
跡
で
散
見
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
地
域
で
も

予
想
以
上
に
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
広
が
り
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

渡
筑
紫
遺
跡
Ｃ
地
区
（
行
橋
市
）

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）、
工
業
団
地
の
造
成
に
伴
い
調
査
が
行
わ

れ
た
。
標
高
一
二
㍍
余
の
中
位
段
丘
に
所
在
し
、
眼
前
に
周
防
灘
を
望
む

海
岸
部
に
程
近
い
場
所
に
位
置
す
る
。
数
年
前
に
は
付
近
で
終
末
期
古
墳

が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
立
地
条
件
は
良
好
で
あ
る
。
段
丘
上
に
は
厚
さ
一

㍍
ほ
ど
の
阿
蘇
Ⅳ
起
源
の
火
山
灰
や
薄
い
風
化
火
山
灰
が
認
め
ら
れ
た
。

行
橋
市
域
で
は
初
め
て
の
原
位
置
を
保
つ
石
器
群
で
、
石
器
の
分
布
状
況

か
ら
見
て
単
独
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
想
定
で
き
る
範
囲
か
ら
一
五
〇
点
余
の
資

料
が
確
認
さ
れ
た
。
使
用
さ
れ
る
石
材
は
水
晶
、
石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
安

山
岩
、
黒
曜
石
で
、
な
か
で
も
水
晶
が
全
体
の
八
割
ほ
ど
を
占
め
る
と
い

う
特
異
性
を
示
す
。
製
品
で
あ
る
石
器
と
し
て
は
尖
頭
状
石
器
、
台
形
様

石
器
、
削
器
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
が
、
石
器
群
全
体
に
占
め
る
割
合
は
極

め
て
低
い
。
ま
た
、
そ
の
出
土
層
位
は
土
壌
分
析
の
結
果
Ａ
Ｔ
下
位
で
あ

り
、
石
器
群
の
様
相
と
一
致
す
る
。
京
築
地
域
で
層
位
的
に
認
め
ら
れ
た

Ａ
Ｔ
下
位
の
石
器
群
と
し
て
は
初
見
で
あ
り
、
今
後
本
地
域
の
旧
石
器
研

究
で
基
準
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
石
器
群
の
八
割
を
占
め
る

と
い
う
水
晶
の
原
産
地
と
し
て
は
直
線
距
離
で
一
�
に
満
た
な
い
覗
山

（
標
高
一
二
一
㍍
）
が
有
力
で
、
他
に
は
ナ
ウ
マ
ン
象
や
シ
カ
属
の
化
石

が
発
見
さ
れ
て
い
る
青
龍
窟
の
あ
る
平
尾
台
や
貫
山
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
特
徴
を
示
す
石
材
の
顕
在
化
は
注
意
す
べ
き
で
、
こ

の
他
に
も
金
居
塚
遺
跡
で
示
し
た
赤
チ
ャ
ー
ト
も
同
様
で
あ
る
。
す
で
に
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1～5 ナイフ形石器　6～9 剥片　10・11 石核
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図２―９ 京築地域の旧石器時代石器�２（金居塚遺跡）
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1

0 5cm

4

6

5

9

10

3

7

8

2

0 3cm

0 3cm

0

0

3cm

4cm

1 桑野遺跡
2 上の熊遺跡
3 富久遺跡
4 後谷池遺跡
5 長養池遺跡
6 原池遺跡
7～10 越路之郎遺跡

1 剥片尖頭器
2・4 ナイフ形石器
3 三稜尖頭器
5 台形様石器
6 細石核
7 使用痕のある剥片
8～10 石核

図２―１０ 京築地域の旧石器時代石器�３（築上郡、京都郡）
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0 5cm

11 12

1～6 渡筑紫遺跡
7～10 稲童石並遺跡
11 下崎ヒガンデ遺跡
12 代遺跡

1・2 台形様石器
3 尖頭状石器
4・5・9 剥片
6・10 石核
7・8・11・12 ナイフ形石器

図２―１１ 京築地域の旧石器時代石器�４（行橋市）
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述
べ
た
よ
う
に
本
地
域
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
発
見
は
、
単
発
の
資
料
が

違
う
時
代
の
遺
構
に
混
入
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
る
例
が
多
く
、
ナ
イ
フ

形
石
器
な
ど
定
型
化
し
た
製
品
の
出
土
で
は
容
易
に
判
断
で
き
る
も
の

の
、
剥
片
な
ど
は
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
そ
れ
と
区
別
が
つ
か
な
い
場

合
が
多
い
。
つ
ま
り
、
一
定
の
時
期
に
特
定
の
地
域
で
使
用
さ
れ
る
石
材

は
、
そ
の
石
材
の
出
土
が
時
代
の
特
定
に
結
び
つ
く
と
言
う
意
味
で
有
効

と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
本
地
域
で
の
調
査
に
お
い
て
、
水
晶
や

赤
チ
ャ
ー
ト
と
い
う
石
材
を
注
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
旧
石
器
時

代
遺
跡
の
認
識
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
石
器
群
と
し
て
認
定
の
で
き
る
三
つ
の
遺
跡
に
つ
い
て
詳
述
し

た
が
、
こ
う
し
た
資
料
を
前
提
と
し
て
京
築
地
域
の
旧
石
器
時
代
資
料
を

概
観
す
れ
ば
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
す
る
時

期
で
あ
る
。
た
だ
、
辻
田
遺
跡
（
北
九
州
市
）
な
ど
で
は
近
年
斜
軸
尖
頭

器
を
伴
う
石
器
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
中
期
旧
石
器
時
代
の
可
能

性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
。

さ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
本
地
域
で
最
も
古
い
時
期
の
遺
跡
と
し
て
認
識

で
き
る
の
は
渡
筑
紫
遺
跡
で
、
Ａ
Ｔ
下
位
の
後
期
旧
石
器
時
代
初
頭
と
考

え
ら
れ
る
が
、
ナ
イ
フ
形
石
器
が
不
在
で
あ
り
、
台
形
様
石
器
に
代
表
さ

れ
る
石
器
群
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
時
期
に
明
確
な
ナ
イ
フ
形
石
器
を
伴

う
金
居
塚
遺
跡
、
更
に
次
の
段
階
と
し
て
剥
片
尖
頭
器
を
伴
う
青
畑
向
原

遺
跡
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
薬
師
寺
塚
原
遺
跡
（
豊
前
市
）
で

出
土
し
て
い
る
三
稜
尖
頭
器
の
段
階
を
挟
ん
で
、
原
遺
跡
（
椎
田
町
）
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
細
石
器
の
段
階
へ
と
続
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
ま

か
に
見
て
二
万
五
〇
〇
〇
年
〜
一
万
三
〇
〇
〇
年
前
の
京
築
地
域
の
様
子

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
の
後
、
時
代
は
土
器
の
出
現
と
と
も
に
縄
文
時
代
（
新
石
器
時
代
）

へ
と
移
り
、
新
た
な
歴
史
の
段
階
へ
と
進
む
。
吉
木
常
末
遺
跡
（
豊
前
市
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
縄
文
時
代
早
期
と
呼
ば
れ
る
時
期
で
、
こ
の
間
、
細

石
器
と
縄
文
土
器
の
共
伴
す
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
例
は
認
め
ら
れ
な
い

が
、
前
述
の
細
石
器
段
階
の
遺
跡
に
は
、
草
創
期
の
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
。

第
四
節

勝
山
町
の
旧
石
器
時
代
資
料

は
じ
め
に

旧
石
器
時
代
に
つ
い
て
は
前
述
の
ご
と
く
そ
の
遺
跡
数

が
他
の
時
代
と
比
べ
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
人

類
の
誕
生
と
い
う
世
界
史
的
な
視
野
か
ら
話
を
進
め
、
日
本
列
島
で
の
出

来
事
、
九
州
で
の
状
況
と
あ
ま
り
勝
山
町
と
は
関
係
の
な
い
よ
う
な
範
囲

の
話
に
終
始
し
た
。
し
か
し
、
郷
土
の
歴
史
を
紐
解
く
う
え
で
、
そ
の
過

程
は
ど
う
し
て
も
記
述
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
い
限
り
私

た
ち
の
祖
先
の
話
は
説
明
で
き
な
い
。
以
上
の
理
由
を
理
解
い
た
だ
き
、

最
後
に
勝
山
町
域
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
紹
介
を
し
た
い
。

勝
山
町
内
に
お
い
て
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
本
格
化
す
る
の
は
昭
和
六

十
年
代
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
定
村
責
二
（
故
人
）
な
ど
に
よ
る

第２編 先史・原始
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